
地域密着型金融の取組み状況について 

（平成 22 年 4 月～平成 23 年 3 月） 

平成 23 年 7 月 

しまなみ信用金庫 

 

１．地域密着型金融の取組み概況について 

 当金庫は、協同組織金融機関としての使命である「地域経済発展への貢献」及び「地域

の中小企業発展への寄与」に向けて、「地域密着型金融推進の基本方針」に沿って積極的に

取組んでまいりました。 

 そうした中、平成 22 年度は地域経済の活性化に向けて、県立広島大学との包括協定によ

る「産学連携講座」の開催や「広島県下４信用金庫合同ビジネスフェア」、若手経営者の育

成を目的とした「しまなみ信金躍磋塾」などを行い、お取引先企業の活性化に繋がる取組

みを継続実施しました。 

 今般、平成 22 年度に取組みました地域密着型金融の進捗状況をとりまとめましたので、

お知らせ致します。 

今後もさらなる「地域密着型金融の推進」に向けて、地域の皆様の多様なニーズに的確

に対応するとともに、地域経済の発展・活性化に向けて取組んでまいります。 

 

 

２．具体的な取組み内容について 

（１） ライフサイクルに応じた取引先企業の支援強化 

● ビジネスマッチング支援 

 平成 22 年 9 月 13 日、広島県立ふくやま産業交流館（ビックローズ）にて、広島信用金

庫、広島県東部機械金属工業協同組合との合同協同による、業種別ミニビジネスフェア「工

業製品関連商談会」を開催しました。29 社（当金庫から 9 社）の企業に出展いただき、

商談件数 271 件、うち 5件の商談が成立しました。 

平成 22 年 11 月 19 日、広島県立広島産業会館にて、広島県下 4 信用金庫の合同ビジネ

スフェアを開催しました。303 先（当金庫から 36 先）の企業・大学に出展いただき、商

談件数 3,689 件、うち 118 件の商談が成立しました。 

 

● 経営改善支援 

 本部所属の経営支援担当者を中心に、お取引先の資金繰りや経営改善に向けた支援業

務を実施しました。 

 

 



● 事業承継、Ｍ＆Ａマッチング支援 

信金キャピタル株式会社と「Ｍ＆Ａ仲介業務に関する協定書」を締結し、Ｍ＆Ａマッチ

ング支援に取組んでいます。平成 22 年 10 月 22 日、本店 2 階にて、業務知識の補完を目

的に、信金キャピタル株式会社より講師をお招きし、部店長向けの勉強会を開催いたしま

した。 

広島県下 4信用金庫による「Ｍ＆Ａ仲介業務に関する協定書」を締結し、定期的に情報

交換を実施、共同企画Ｍ＆Ａセミナーを各金庫の会場で行なっています。平成 22 年度は、

情報交換のほか共同企画Ｍ＆Ａセミナーを実施し、当金庫会場は平成 22 年 12 月 14 日、

福山営業部 4階にて、34 名のお客様に参加をいただきました。 

平成 22 年 4 月、地元の公認会計士と「顧問契約」を締結し、事業承継やＭ＆Ａ、税務

面などの幅広い分野で相談、連携しています。その他、財団法人中小企業基盤整備機構の

事業承継コーディネーターとの連携を行っています。 

 

● 海外事業相談 

お客様からの海外への進出や販路開拓に関する相談に、信金中央金庫海外業務支援室

と連携しながら、専門家の紹介や情報提供などを行っています。 

平成 22 年 5 月 18 日、福山営業部 4階にて、信金中央金庫から講師をお招きし、「中国

ビジネスの手引き」と題したセミナーを開催、40 名のお客様に参加をいただきました。 

  平成 23 年 2 月 3日、信金中央金庫京橋別館（東京都）での海外販路開拓セミナー、な

らびに翌日の個別商談会へ、当金庫から 5社の参加をいただきました。 

 

（２） 事業価値を見極める融資手法をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底 

● シンジケートローンの活用 

 中小企業の資金調達手段の多様化への対応として、シンジケートローンへの取組みを

強化しました。平成 22 年度は、1 先、4 億円のシンジケートローンに融資団として参画

しました。 

 

● 担保・保証に過度に依存しない融資等への取組み 

信金中金との提携による「しんきんＭＥサポート」やオリックスと提携した事業者用オ

ートローンの取扱により、担保・保証に過度に依存しない融資への取組みを行いました。 

平成 22 年度の実績は、1件 580,000 千円となりました。 

 

● 目利き能力の向上に向けた取組み 

 目利きの能力の向上に向けて、下記講座への職員の派遣を実施しました。 

 ・全国信用金庫協会主催 「目利き力実践講座」職員 1名派遣 

 また中小企業診断士の取得に向けて、職員 1 名を専門学校へ派遣し、二次試験対策研



修に参加させ、資格取得に向けてのサポートを行ないました。 

 

（３） 地域の情報集積を活用した持続的可能な地域経済への貢献 

● これからの地域を担う若手経営者等の育成 

若手経営者等の成長が地元企業や地域経済の発展に貢献するものと考え、お取引先の

後継者等を中心とした「しまなみ信金躍磋塾」を開催しています。平成 22 年度は、35 名

のお客様に参加をいただき、尾道市を主会場に 4回開催、元気のある地元企業の経営者 4

名に、経営に対する考え方などをご講演いただきました。 

 

● 産学連携講座の開催 

 当金庫と県立広島大学がそれぞれ保有する情報・ノウハウ等の機能を用いて、緊密・

組織的な連携・協力体制をとることにより、地域企業の活性化及び地域社会の発展に寄

与することを目的に「包括契約」を締結、「産学連携講座」を開催しています。 

 平成 23 年 2 月 24 日、福山営業部 4階にて、「異業種からの農業参入」をテーマに、ア

グリ関連事業の講座を開催し、20 名のお客様に参加を頂きました。 

 

 ●インターンシップの受け入れ 

 地元の大学からインターンシップの受け入れを積極的に行い、2 校、5 名の方に金融業

務への職場体験の場を提供しました。 

 

●大学への講師派遣 

 若い世代への金融知識の普及に向けて、県立広島大学へ職員 2名を講師として派遣しま

した。 

 

 

３．経営改善支援の取組み実績 

  経営改善取組み実績（正常先除く）              （単位：先数） 
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Ａ ａ ｂ ｃ ｄ ａ/Ａ ｂ/ａ ｄ/ａ
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注）・期初債務者数及び債務者区分は 22 年 4月当初時点のものです。 



  ・債務者数、経営改善支援取組み先は、取引先企業（個人事業主を含む）であり、個人ﾛｰﾝ、住宅

ﾛｰﾝのみの先は含んでいません。 

  ・期中に新たに取引を開始した取引先については本表に含んでいません。 

・「再生計画を策定した先数」＝「中小企業再生支援協議会の再生計画策定先」+「RCC の支援決定

先」+「金融機関独自の再生計画策定先」 

 

 

以 上 


